
 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図書館だより 

 

鹿嶋市立 

中央図書館 ☎ 0299-83-2510 

大野分館  ☎ 0299-69-1114 

 

 

年末年始休館のお知らせ 

休館期間 12 月 28 日（月） ～  令和3年  1 月 4日（月） 

開館日  令和3年 1 月 5 日（火） 10：00～ 

   

（雑誌・視聴覚資料は通常通り） 

12 月 15 日(火)～12 月 27 日(日)まで 

 

1 月に工事による休館があります 
詳細は中面をご覧ください 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9
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開館

10：00～

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、今年度のイベントは中止いたします。 



POP のご応募ありがとうございました！ 

10 月から募集していました「おすすめの本を紹介しよう 

～本の POP を書いてみませんか？～」。多くの皆さまからご応募を

いただき、大変ありがとうございました(*^-^*)。 

ご応募いただいた POP の第１弾小学生の部を中央図書館に一般

書側窓と児童書側窓に掲示しております。気になる POP がありまし

たら、所蔵を確認いたしますので、カウンターまで 

お問合せください。 

 ぜひ中央図書館においでいただき、熱い思いを

感じていただければ幸いです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

  

「科学道 100 冊」は、書籍を通じて科学者の生き方・考え方や科

学の面白さ・素晴らしさを届ける事業です。未知に挑戦しながら未

来を切り開いていく科学者の姿勢や方法に着目し、全ての人の生き

るヒントになる本との出会いを目指しています。 

カウンター前に展示しております 

ぜひご覧ください！ 



 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

≪お受けできないもの≫ 

・百科事典・雑誌 

・視聴覚資料・問題集 

・劣化、書き込み、汚れ、 

破損のあるもの 

 

≪寄贈本一例≫ 

・新刊書（小説・文庫本含む） 

※発行 2 年以内のもの 

・郷土資料 

など。 

新刊書の寄贈を受け付けております。 

 鹿嶋市立中央図書館・大野分館では、新刊書の寄贈本をお待ちしています。 

寄贈していただける方は、お手数ですが、中央館または大野分館のカウンタ

ーにお持ちいただき、寄贈の手続きをお願いいたします。 

 寄贈していただいた本の取扱い及び排架に関しましては、当館におまかせい

ただいております。ご了承ください。 

 

【中央図書館】空調工事のため休館になります 

老朽化に伴い、中央図書館は空調設備の改修工事を行うことになりまし

た。工事期間中は中央図書館には入館できませんので、大野分館（大野ふ

れあいセンター2階）をご利用くださいますようお願いいたします。 

日頃より中央図書館をご利用の皆さまには大変ご迷惑をおかけいたします

が、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

期  間：令和 3年 1 月 18 日（月）～3 月 15 日（月）予定 

場  所：中央図書館  （大野分館は通常開館） 

※工事期間前のリクエストのお申込みは両館ともに終了いたしました。 

工事期間中のサービスの詳細につきましては、後日お知らせい

たします。 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

次の図書館だよりの発行は 1 月 5 日(火)です。 

  

大野分館です♪ 

 

 

     

     

 

 
 

 

 

『日本おとぼけ絵画史』 
金子 信久：著 

講談社（721/ｶ） 

今月のおすすめ

は… 

 おすすめの１冊 

日本画といえば、侘び寂びのある掛け軸やダイナミックな屏風絵など

の見事な作品を思い浮かべるだろう。心を刺し、肌が粟立つような感覚や

見ているだけで圧倒されるような作品ばかりではなく、もしかしたらへそま

がりの、茶目っ気を感じるような思わず「ふふっ」と笑ってしまう日本画も

あるのだ。 

本書は書名の「おとぼけ」にもあるように、「何これ？」と思わずにはい

られない日本画が満載である。繊細さだけでなく、素朴で脱力感のあるも

のや、現代のイラストとしても違和感なしのものなど見ているだけで面白

い。 

気になる作品は多いが特に私が気になるものは、49 中村芳中「鹿

図」。マニアックと思われるかもしれないが、67 「祇園井徳美人図」の黒

い唇とおしろいの塗り方の 2つである。 

たまには、肩の力が抜けた日本画をながめてみてはいかがだろうか。 

  (2020.12 中央図書館 クロスケ) 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

今年度の下記イベントは中止となりました。 


